
    
 
 
 

 

子どもに積み重ねていくこと ～体験の経験化を～ 

主幹教諭 二木 芳則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４日(月) ２学期始業式 ＊給食あり ２６日(水) こころの劇場（6年生） 

 短縮４時間授業(1２：４5頃下校)  夏休み図書返本（３、４年生、はまなす） 

 ＰＴＡ交通安全指導(～2６日(水)) ２７日(木) 資源回収日  

 教育実習開始(～９月１８日(金)) ２８日(金) ＳＣ来校（午後） 

 SC来校（午前） ３１日(月) 校外学習（3年生）ラッキー見学 

２５日(火) リズム回復週間（～2８日）  はるにれサミット 

 夏休み図書返本(１、２、５、６年生)   

〇リズム回復週間として2５日(火)～28日(金)の１週間は全学年５時間授業（給食あり）といたします。 

８月の行事予定 
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太平小だより 

 

生活目標 

楽しく学ぼう！元気よく遊ぼう！ 

２学期の始業式が行われ、学校に子どもたちの元

気な声が戻りました。夏休みの間大きな事故もなく

過ごすことができたことを何より嬉しく思います。

長い休み中の御家庭での御指導に感謝いたします。

保護者や地域の皆様、２学期もどうぞよろしくお願

いいたします。 

本日から２学期がスタートします。大きな行事も

あり、子どもたちは、日々の学習をはじめ、行事へ

の取組など様々な体験を通して学んでいくことにな

ります。 

さて、子どもの成長には、「体験の経験化」が必

要だと言われます。 

一見して、体験と経験は同じ意味をもつ言葉と思

われがちですが、よく考えてみるとずいぶん意味合

いが違ってきます。「体験」は、自らの身をもって

実際に行うことです。「経験」は、忘れることなく

いつも思い出せる体験のことで、体験の中で何らか

の学びがあったと考えることができます。繰り返し

練習して知識や技術が身に付いていく・・・スポー

ツなどが典型かもしれません。逆にたった一度の強

烈な体験・・・感動的な出会いなどがそうです。で

すから、「体験から学ぶ」「体験から身に付ける」

ことが「体験の経験化」ということになります。と

ころが、学校で同じ学習や行事を体験しながら、経

験として残っていく子とそうでない子がいます。 

 

○「前の時間、どんなこと勉強したんだっけ？」 

…先生の言葉に答えられない子 

○「このプリント、必ず今日、お家の人に見せてね。」 

…大切なプリントを忘れて帰る子 

経験とは、体験に意味付けを行い、次に行動する

ための「学び」として蓄積することです。ただの体 

験は受動的ですが、経験はとても能動的な活動と

なるものです。 

それではどのようにすれば、体験から学ぶ「体

験の経験化」ができるのでしょうか。体験を経験

化させるためには、強烈な印象を与えることも一

つの手段ですが、「経験化させる頭の仕組み」を

作ることが大切だと言われます。つまり、面白さ

や満足感を感じる子を育てることです。そのため

に、「問い返し、認め、ほめる」対話を、教室の

中では大切にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あるスキー指導員の言葉です。体験させれば自

然と子どもは育つと勘違いし、「できた、できな

い」だけの評価をしていた私は、衝撃を受けまし

た。この話の中には、子どもを育てるためのキー

ワードがたくさん詰まっています。私自身、担任

としての子どもたちへのかかわり方を見直すきっ

かけとなりました。 

２学期も、子どもたちに多くの「経験」を積み

重ねる教育活動を心掛けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滑り始める前に、毎回、必ずみんなを集めて、できるだ

け顔を近づけながら 

・次の滑りの目標は○○だよ。 

 （全体の目標を示す） 

・次に、あなたは何に気を付ける？ 

 （全員に自分の目標を聞く） 

・それは、どうなったら成功なの？ 

 （目標を具体的にさせる） 

と話し合います。そして滑っている途中でも大きな声で、

すばらしいところを見付けて声を掛け、全員が終わったとき

に一人一人の成果を示してほめます。やる気は育てるもの

です。やる気が育った子は失敗しても努力をします。 
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１日(火) 後期教科書配付 １７日(木) 出前授業（3年生）タグラグビー① 

２日(水) はるにれタイム 席書大会 １８日(金) 出前授業（3年生）タグラグビー② 

３日(木) 現地学習（3年生）西山製麺・ＪＲタワー  ＳＣ来校（午前） 

 ＳＣ来校（午前） ２１日(月) 敬老の日 

４日(金) 現地学習（４年生）青少年科学館 ２２日(火) 国民の休日 

   秋の交通安全総ぐるみ運動（3・5年生） ２３日(水) 秋分の日 

７日(月) クラブ④ ２４日(木) 出前授業（3年生）タグラグビー③ 

８日(火) 避難訓練 ２５日(金) 出前授業（3年生）タグラグビー④ 

９日(水) はるにれチャレンジ遠足  はまなす学級課外活動 SC来校（午後） 

１０日(月) 出前授業（６年生）着衣水泳 ２８日(月) 食指導（１年生） 

１４日(月) 児童委員会⑤ ３０日(水) 前期通知表手交日 

１５日(火) 食指導（４年生） ＊10月1日（水）は、太平小学校開校記念日のためお休みと

なります。 １６日(水) （予備日）はるにれチャレンジ遠足 

９月の行事予定 

 

はるにれチャレンジ遠足について 
縦割り活動のはるにれグループで「百合が原公園」まで行きます。 

公園にはいくつかのチェックポイントがあります。グループでミッションに挑戦することで、遠足の要

素と、異学年で協力する力を育てていきたいと考えております。この行事を通して、自然愛護の心を育て

るとともに、はるにれ活動として異学年でのふれ合いや絆が深まることと思います。 

 

【日 時】 ９月９日（水） 登校は通常通り、８時３０分までに教室に入ります。 

      ※雨天の場合は9月16日（水）に延期します。16日も雨天の場合は中止となります。 

 朝 の 会：８時３０分～３５分  出発時刻：９時ごろ  帰校時刻：１４時ごろ  

 

【持ち物】 お弁当、水筒、敷物、おやつ（２５０円以内）、おしぼり、ちり紙、ハンカチ、ごみ袋、 

      天候によっては、雨具（合羽等）、予備のペットボトル飲料 

【服 装】 活動しやすく、天候や気温に合わせた服装、はき慣れた靴、体育帽子 

      ※延期、中止の場合は、給食がありませんので、お弁当を持って登校させてください。 

      （当日の延期、中止の連絡はいたしません。前日に学習用具を教室に置いて帰ります。） 

＊児童の安全面、普段と違う下校ルートになると心配なことから、全学年で学校まで戻ってきてから下

校といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎遠足の安全見守り 

遠足当日は、長い距離を歩くことになりますが、保護者の方も一緒に歩きませんか？往復の道のりや

公園での様子など、安全を見守りながら、子どもたちの活動を見ることもできます。また、百合が原公

園には駐車場もありますので、公園での活動のみでも大歓迎です。 

☆遠足などにおけるおやつ交換や、お弁当のおかず交換は健康・安全面の観点から行わないことと

なっております。御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

☆熱中症や脱水症状予防のため、水筒の中身は水かお茶かスポーツドリンクとしております。例年

帰りまで水筒がもたない子どもが多く見られますので予備のペットボトルなどを持たせていただ

くと安心です。 

☆電動ファン（携帯扇風機）は、衝撃や炎天下での高温で発火する危険性がありますので持たせる

のはおやめください。 

前期通知表配付のお知らせ 
９月３０日（水）に前期の通知表を手交いたします。前期通知表は「成績一覧」「行動の記録」の評価とな

っております。「担任からの所見」「総合的な学習の時間」「特別な教科道徳」「外国語活動」の所見は後期

通知表のみとなります。また、通知表と一緒にこれまでのキャリアパスポートをお渡しいたします。通知表に

関する御説明等は後日改めてお知らせいたします。 


